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2023年８月に東大本郷キャンパスでハイブリッド会議を開催した
• ハイブリッド会議＝現地＋オンライン

日程： 2023年8月7日（月）－ 8 月11日（金）
会場： 東京大学本郷キャンパス（安田講堂 他）
： 現地参加 1083 名、オンライン参加約100名 （推定）であった。(参加登録者数=1193)

• 発表申込みの結果： 一般講演とポスターの申し込み数 １０４０件（過去最多の可能性）
（一般講演約８００件、ポスター約２５０件）

• 発表総数は約１１００件
基調・招待講演 ５３件 一般講演５６２件、ポスター４８７件 計 ５３＋１０４９＋４＋３= １１０９件
基調講演８件、招待講演４０件、Early Career Scientist賞講演３件、ボルツマン賞講演２件 計５３件
この他に故川崎恭治、K. Binder, M.E. Fisher, B. Alder の追悼講演４件、 DI＆WPとHRで３件

• 一般の方々への研究紹介 市民公開講座：西森秀稔氏（東工大名誉教授）「物理と情報の交差点」
• 若手とシニア研究者（海外、特に発展途上国）への金銭的支援（トラベルサポート）： 一人当たり数万円を３５名に支援。
• 保育室(child care) の開設、バンケット、都内観光ツアー、日本文化紹介プログラム

• 日本物理学会、日本学術会議、第28回IUPAP統計物理学国際会議組織委員会の共同主催
• 様々な支援： 山田科学振興財団、日本学術会議、IUPAP、東京観光財団、観光庁、新学術領域「情報物理学でひもとく生命の秩序
と設計原理」

• サテライト会議 １１件（基研、台湾、香港、韓国、インドなど）



Participants from 44 countries (1183 in total, Aug. 4, 2023) 
Japan 517
Korea 94
China 91
Germany 58
India 57

USA 53
Italy 44
Spain 43
France 37

Hong Kong 20
Taiwan 20
Israel 18



世界各地からの参加希望者(2023年3月時点）



分野別応募数： 非平衡分野が最多、２番目がネットワーク
（下表の件数は最終発表件数ではない）



基調講演の時間は現地参加に、授賞式は欧州に合わせた。



サテライト会議は１１件（基研、台湾、香港、韓国、インドなど）











バンケット（屋形船）の様子



第28回 IUPAP統計物理学国際会議組織委員会 発足：2019年1月7日
目的： 伝統的な統計物理の世界大会を開催し最新成果を広く伝達

日本の基礎研究の高さを国内外に喧伝し、存在感を向上
専門分野間の交流の場を提供し、統計物理の発展に貢献

• 現地組織委員会 （全17名）Local Organizing Committee
田崎晴明（学習院大）、佐々真一（京大理）、早川尚男 （京大基研）

竹内一将（東大理）、沙川貴大（東大工）、笹本智弘（東工大）

前多裕介（九大理）、福島孝治（東大総合文化）、押川正毅（東大物性研）

緒方芳子（東大数理）、工藤和恵（お茶大理）、出口哲生（お茶大理）、

佐野雅己（上海交通大）、高安秀樹（ソニーCSL）、松本剛（京大理）、

宮崎州正（名大理）、川島直輝（東大物性研）

• 第28回IUPAP統計物理学国際会議組織委員会

IUPAP C3委員会（母体団体）と現地組織委員会（LOC)から構成される。

• 現地組織委員会と学術研究団体との関係：

• IUPAPのＣ３委員会を母体とする。

• 一般社団法人日本物理学会との共催で、運営の統括を担う。



最後に
• 多くの国々の研究者が交流する場を通じて、統計物理学分野コミュニ
ティーの一体感を確認できました。さらに、日本の存在を世界に印象付け
ることが出来たと思います。

• 日本の若手・ベテランの研究を海外へ発信。
（若手研究者の講演・川崎先生の追悼講演など）

• 幸いにも、発表申込件数は過去最多に並ぶ規模でした。

• 皆様、ご支援をありがとうございました。

• 次のStatphys29 は、2025年夏、フィレンツェで開催予定。
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